






研究目的 

クレチン症の発生頻度に地域差があるとの報告があるが,それらの発生頻度や病型などを

各地区で比較検討することは,クレチン症の疫学上,必要なことである。また,早期発見,早

期治療されたクレチン症,一過性高 TSH 血症患児の発育,発達をチェックすることにより,

病型と IQ の関係や,より良い治療指針の確立などを検討するのが目的である。 


